
財政に対する市場の信認確保に関する検討会 

概要 

１．検討会の位置付け 

 

歳出・歳入ともに厳しい予算編成が見込まれる中、平成 22 年度予算及び国債

発行額の上限等の最終的な姿については市場の信認を得ることが不可欠である。   

 

そのために、国家戦略室では、本検討会を設置し、国債市場や財政規律につ

いて高い識見を有する有識者に参集いただき、財政に対する市場の信認確保の

ための取組みについて検討してきた。 

 

 これまで５回の検討会を開催し、この度、検討会としての論点整理をとりま

とめた。本内容は、今後策定する 22 年度の「予算編成の基本方針」、「財政運営

戦略」、「中期財政フレーム」にその考え方を反映させる。 
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